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▶ 技術アピール・マッチングニーズ
大学院生が、地域課題の解決に貢献するテーマを調査・設定し、市場調査、製品企画、設
計、製作工程計画、コスト管理、試作品製作、展示発表までを実践しています。主に農業関
係者へのヒアリングやフィールド調査の結果を参考に、所属研究室が持つ先端技術を活用
し、本年度は次のようなテーマを設定しています。今回紹介する成果物の評価や事業化に
ご協力いただきたいです。①マイクロ波蒸留技術を用いた福井梅由来の梅酢を再利用した
石鹸の製作。②梅木剪定技術継承のためのMRシステムの開発。 他

▶ 研究内容の特徴
大学院工学研究科と産学官連携本部が実施する技術経営（MOT）カリキュラムの実習科
目として、地域課題解決のための「ものづくり」を行っています。
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